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CIFS 対応 SVM に CIFS ボリュームを追加

CIFS 対応 SVM に CIFS ボリュームを追加するには、ボリュームを作成して設定し、共
有を作成して権限を設定し、 Windows 管理ホストからのアクセスを確認します。その
後、 CIFS クライアントアクセスを設定することができます。

作業を開始する前に

SVM で CIFS の設定が完了している必要があります。

ボリュームを作成して設定

データを格納する FlexVol ボリュームを作成する必要があります。ボリュームのセキュ
リティ形式は、必要に応じて変更することができます。デフォルトでは、ルートボリュ
ームのセキュリティ形式が継承されます。また、ボリュームのネームスペース内の場所
も必要に応じて変更できます。デフォルトでは、 Storage Virtual Machine （ SVM ）の
ルートボリュームに配置されます。

手順

1. [* Volumes （ボリューム） ] ウィンドウに移動します。

2. [* 作成 > FlexVol の作成 *] をクリックします。

Create Volume （ボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。

3. 日付とタイムスタンプで終わるデフォルト名を変更する場合は、「 vol1 」などの新しい名前を指定しま
す。

4. ボリュームのアグリゲートを選択します。

5. ボリュームのサイズを指定します。

6. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

System Manager で新しいボリュームを作成すると、デフォルトでは、ボリューム名をジャンクション名
として使用してルートボリュームにマウントされます。CIFS 共有を設定するときは、ジャンクションパ
スとジャンクション名を使用します。

7. オプション：ボリュームをSVMのルート以外の場所に配置する場合は、既存のネームスペース内で新しい
ボリュームの場所を変更します。

a. [ * 名前空間 * ] ウィンドウに移動します。

b. ドロップダウンメニューから * SVM * を選択します。

c. [ マウント ] をクリックします。

d. マウントボリューム * ダイアログボックスで、ボリューム、そのジャンクションパスの名前、および
ボリュームをマウントするジャンクションパスを指定します。

e. 新しいジャンクションパスを「 * Namespace * 」ウィンドウで確認します。

特定のボリュームを「 data 」というメインボリュームにまとめる場合、新しいボリューム「 vol1 」をル
ートボリュームから「 data 」ボリュームに移動できます。
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8. ボリュームのセキュリティ形式を確認し、必要に応じて変更します。

a. [* Volume* （ボリューム * ） ] ウィンドウで、作成したボリュームを選択し、 [* Edit* （編集） ] をク
リックします。

ボリュームの編集ダイアログボックスが表示され、ボリュームの現在のセキュリティ形式が表示され
ます。セキュリティ形式は、 SVM ルートボリュームから継承されます。

b. セキュリティ形式が NTFS であることを確認します。

共有を作成して権限を設定

ボリュームへのアクセスを Windows ユーザに許可する前に、ボリュームに CIFS 共有を
作成し、共有のアクセス制御リスト（ ACL ）を変更してアクセスを制限する必要があり
ます。

このタスクについて

テストを目的として、アクセスを許可するのは管理者だけにしてください。その後、ボリュームにアクセスで
きることを確認したあとで、他のクライアントにもアクセスを許可できます。

手順

1. [ * 共有 ] ウィンドウに移動します。

2. SMB クライアントがボリュームにアクセスできるように共有を作成します。

a. [ 共有の作成 *] をクリックします。

b. [ 共有の作成 *] ダイアログボックスで、 [ * 参照 ] をクリックし、名前空間階層を展開して、前に作成
したボリュームを選択します。

c. オプション：共有名をボリューム名と異なる名前にする場合は、共有名を変更します。

d. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

デフォルトの ACL で共有が作成され、 Everyone グループにフルコントロール権限が設定されます。

3. オプション：共有ACLを変更して、共有へのアクセスを制限します。

a. 共有を選択し、 * 編集 * をクリックします。

b. [ * アクセス許可 ] タブで、 [ * 全員 * ] グループを選択し、 [ * 削除 ] をクリックします。
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c. [ * 追加 ] をクリックし、 SVM を含む Windows Active Directory ドメインで定義されている管理者グル
ープの名前を入力します。

d. 新しい管理者グループを選択した状態で、すべての権限を選択します。

e. [ 保存して閉じる ] をクリックします。

更新された共有アクセス権限は、共有アクセス制御ペインに表示されます。

次に何をするか

Windows 管理者権限でアクセスを確認します。

SMB クライアントアクセスを確認

共有にアクセスしてデータを書き込むことで、 SMB が正しく設定されていることを確
認する必要があります。SMB サーバ名と NetBIOS エイリアスを使用してアクセスをテ
ストします。

手順

1. Windows クライアントにログインします。

2. SMB サーバ名を使用してアクセスをテストします。

a. エクスプローラで、「 \ ルール」 \ 「 SMB_Server_Name \ Share_Name 」の形式で共有にドライブ
をマッピングします

正常にマッピングされない場合は、 DNS マッピングがネットワーク全体にまだ反映されていない可能
性があります。しばらく待ってから、再度 SMB サーバ名を使用してアクセスをテストしてくださ
い。

SMB サーバの名前が vs1.example.com で、共有の名前が SHARE1 の場合は、「 \ター シャリ
\vs0.example.com\SHARE1` 」と入力します

b. 新しく作成したドライブで、テストファイルを作成し、作成できたら削除します。

SMB サーバ名を使用した共有への書き込みアクセスが可能であることを確認できました。

3. NetBIOS エイリアスについて手順 2 を繰り返します。

CIFS クライアントアクセスを設定して確認

準備ができたら、エクスプローラで NTFS ファイル権限を設定し、 System Manager で
共有 ACL を変更して、選択したクライアントに共有へのアクセスを許可することができ
ます。設定が完了したら、該当するユーザまたはグループがボリュームにアクセスでき
ることを確認してください。

手順

1. 共有へのアクセスを許可するクライアントとユーザまたはグループを決定します。

2. Windows クライアントで、管理者ロールを使用して、ファイルおよびフォルダに対する権限をユーザまた
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はグループに付与します。

a. NTFS 権限を管理するための十分な管理権限がある管理者として Windows クライアントにログインし
ます。

b. エクスプローラでドライブを右クリックし、 * プロパティ * を選択します。

c. [ * セキュリティ * ] タブを選択し、必要に応じてグループおよびユーザーのセキュリティ設定を調整
します。

3. System Manager で、共有 ACL を変更して、 Windows のユーザまたはグループに共有へのアクセスを許
可します。

a. [ * 共有 ] ウィンドウに移動します。

b. 共有を選択し、 * 編集 * をクリックします。

c. [ * アクセス権 * ] タブを選択し、ユーザーまたはグループに共有へのアクセス権を付与します。

4. Windows クライアントで、共有およびファイルへのアクセスを許可したいずれかのユーザとしてログイン
し、共有にアクセスしてファイルを作成できることを確認します。
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